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令和元年度 

建設界の担い手確保・育成に関する取り組み 

令和元年度の活動事例紹介 

【新潟県部会】 
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講師 山神 明理 参加生徒３７名 保護者１０名

【担い手確保】わくわくお天気・防災教室

国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所
開催日時：令和元年８月２日（金） １４：００～１６：００

開催場所：燕市民交流センター

・気象変動に起因する災害が多発しており、新潟県内においてもいわゆるゲリラ豪雨が多発するなど気象変動に
伴って洪水や土砂災害の危険性が高まっていることから、燕市近隣住民を対象に地域住民とその子供たちに水防
災意識の向上と知識の普及啓発を目的に開催

新聞にも掲載されました

令和元年
8月6日

新潟日報13面

教室の様子

お天気・防災クイズの様子 綿を使った雲の図鑑の工作大河津分水路の説明

アンケート結果 小学生（３４名参加者記入） アンケート結果 保護者（１０名参加者記入）
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参加学生：視覚デザイン科 １２名

【担い手確保】長岡造形大学と大河津分水100周年記念事業ロゴ共同作成

国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所

開催日時：令和元年９月２０日（金） 13:00～17:00

開催場所：信濃川大河津資料館 外

・２０２２年に大河津分水通水１００周年を迎えるため、その記念ロゴの作成を長岡造形大学へ依頼。ロゴ作成のた
め、学生の大河津分水現場見学を実施、記者発表を行い、広報ＰＲを実施。今後、要所で広報を実施。

新聞にも掲載されました令和元年
9月27日
新潟日報
16面

見学の様子

大河津資料館 堰操作室竣工記念碑

FMながおかの取材にとこ工事みえ～る館大河津分水路改修工事現場
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石川・富山の大学生を対象とした現場見学会を実施 （一社）日本建設業連合会
北陸支部参考資料①

令和元年7月22日（月）、（一社）日本建設業連合会北陸支部は、金沢大学から一年生35名の参加を頂き、①Ｈ２９－３
２金沢東環月浦トンネル工事（北陸地整金沢河川国道事務所）、②北陸新幹線 梯川橋りょう他（独立行政法人鉄道建
設・運輸施設整備支援機構大阪支社）の現場見学会を開催しました。
今回の見学会は、日建連による「担い手の確保・育成」活動の一環として、建設現場のやりがい・魅力の発信、実際の
作業環境を肌で感じ、現場職員との会話を通じての建設現場で働くイメージの形成を目的として開催しました。
トンネル工事では、大学に近いエリアで施工中の山岳トンネル工事の切羽まで行く事が出来、大型重機やNATM工法
で掘り進められた巨大な支保工の内部空間に立ち入って詳しく説明を受けたことから、「真夏なのに換気設備が良くて意
外だった」、「普段見れない段階の工事状況を見れて理解が深まった」などの声がありました。
橋梁上部工工事では、PC片持箱桁橋の施工を目の当たりにし、やじろべえのように左右に徐々に出来ていく事への理
解を深め、近年の建設労働者不足対応としての外国人労働者を受け入れるJVの取組（安全に対する外国語での教育
DVD作成など）や熱中症対策として行っている休憩所でかき氷配布を学生にも振る舞ってもらう等して、「現場で想像以
上に様々な取組を行っていることへの理解が深まった」との声もあり、担い手確保に向けての良いPRの場となりました。

現場見学会

①「Ｈ２９－３２金沢東環月浦トンネル工事（北陸
地整金沢河川国道事務所）

②北陸新幹線 梯川橋りょう他（独立行政法人鉄道建設・運輸施設
整備支援機構大阪支社）
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6月27日（木） 金沢市立工業高等学校 建築科 3年 42名 東京国立近代美術館工芸館 他2箇所

7月 5日（金） 石川県立羽咋工業高等学校 建設造形科 建築コース 3年 16名 鼠多門、金沢港クルーズターミナル

7月 5日（金） 石川県立羽咋工業高等学校 建設造形科 土木コース 3年 17名 加賀拡幅桑原舗装他工事 他1箇所

7月 9日（火） 金沢市立工業高等学校 土木科 1年 42名 大浦千木町線道路築造工事、能越道

7月10日（水） 石川県立小松工業高等学校 建設科 1年 42名 月浦トンネル、小松駅新幹線工事 他1箇所

7月16日（火） 石川県立翠星高等学校 総合グリーン科学科 3年 22名 別宮町地内県営ほ場整備、梯川

9月20日（金） 金沢工業大学 環境土木工学科 1年生～院生 23名 白山白峰砂防堰堤

参加計 5校7学科 参加者数計 204名

現場見学会での生徒の感想例 今後に向けて

〇自分の進路に実感を持つことができた。

〇現場でのコミュニケーションの大切さを感じた。

〇将来の仕事について視野が広がった。

将来の担い手確保に向け、今後も各学校と協議し、見学活動を継続して

実施する。また、建設業における女性の活躍が今後大変重要なことから、

女子学生向けの見学会や意見交換会等の活動を引き続き行っていく。

金沢市立工業高校 土木科
（能越道 輪島国道出張所）

石川県立小松工業高校 建設科
（小松駅新幹線工事 奥村組・加賀建設・江口組ＪＶ）

金沢工業大学 環境土木工学科
（白峰砂防堰堤 白峰砂防出張所）
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11月15日（金）予定 金沢市立工業高等学校 建築科 2年 40名

12月13日（金）予定 石川県立羽咋工業高等学校 建設造形科 1年 30名

12月13日（金）予定 石川県立羽咋工業高等学校 建設造形科 2年 30名

12月13日（金）予定 金沢市立工業高等学校 土木科 2年 40名
12月17日（火）予定 石川県立小松工業高等学校 建設科 2年 40名
令和2年2月予定 石川県立翠星高等学校 環境科学コース 2年 30名

参加生徒計 約210名

意 見 交 換 会 に つ い て

〇工業高校との意見交換会は主に、前半は若手職員（同校ＯＢ等）が自身の１日・体験等をプレゼンまたは、
ＩＣＴなどの最新技術の紹介・説明に加えて実機での操作体験。後半は協会会員企業所属の若手職員を中心と
したグループ形式にて行った。
〇生徒からは、比較的年齢が近くて、同校の先輩職員だと意見交換での質問もしやすく、意見交換会を通じて
生徒自身の近い将来像を想像することができ、貴重な機会を得ることができた。
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【建コン協北陸支部の技術部会活動】 

 

金沢工業大学で建設コンサルタントの仕事について説明しました！ 

 

実 施 日：令和元年6 月6 日（木） 

開催場所：金沢工業大学 

参加者数：環境土木工学科の3 年生 72 名 

説 明 者：(一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

技術部会 トンネル委員会委員長 今度 充之 

道 路 委 員 会委 員 藤本 勇一 

  

 

72 名もの学生が参加してくれました。 

説明者の自己紹介の後、パンフレット「建コンPRIDE」に沿ってパワーポイントで説明し、さ

らに説明者の経験業務などについても話しました。 

アンケートの回答から、今回の説明の前から建設コンサルタントのことを知っていた学生は以

前よりも多くなっているようですが、 

今回の説明によって業務の内容やコンサルタントの立場などについて、より理解が深まり興味を

持ってもらったことが分かりました。 

沢山の学生がコンサルタントを目指してくれることを期待しています。 

この機会を与えていただいた徳永教授に深く感謝しています。 
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【担い手確保】 石の標本づくり in 白山手取川ジオパーク （一社）石川県地質調査業協会

・地質を調査する仕事があるということを一般の方々にも知って頂くために、まずは身近な「石」に興味をもってもらうよう、
10月5日（土）に白山市、金沢市の小学4年生以上の親子を対象に、石の標本づくりイベントを開催。
•石の専門家から説明を受けて「石」の成り立ちや種類などについて知ってもらう。

開催概要
令和元年10月5日（土）10：00～12：00
〈開催場所〉

手取川の河原（道の駅しらやまさん）

〈参加者〉28組58名（小学生30名、保護者28名）

ゆきママと一緒に

イベントの感想
現在、アンケートの集計中であるが、速報としては下記

の意見があった。

・短い時間だったけれど、たくさん石を見つけられた。
・石の色々な種類が知れたし、色などの違いも面白かった。
・石にもいろんな歴史があって面白い。
・家に持っている石も見てもらいたい。

今後に向けて
・将来的には能登地区や、南加賀地区での開催も検討し、
広く子供達に石や地質について興味をもってもらい、担い
手確保に努めていきたい。

河原で石探し

教授にいろいろ訊いてみた 薬液を使った石の判定
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地元建設業協会の協力により、建設業担い手確保・育成事業の一環として、「ものづくりの喜びや達成感が味わえる」といった建設
業の魅力を伝えると共に、高校生の建設業に対する疑問に答えるために平成２６年度から行っている。
本年度は、建設業において土木と建築の違いはどこにあるのか、どんな仕事があるのか体験学習を交えて、建設科の道を歩み始めた
1年生を対象に、建設業に対する理解や関心を高めると共に、多くの生徒が建設業に携わる気概となることを目指して開催された。

開催概要
令和元年７月４日（木）９：００
場所 石川県小松工業高等学校
計画設備室 ＣＡＤ室 製図室 水理実験室 木工室

学習内容
・講演 『土木と建築の違い』
・体験学習（２０分×４グループ）

①【消波実験】 テトラポットの模型を積み上げて波消実験
②【カンナ削り】 杉、桧、松 木の香りを体験
③【建設機械】 ドローン 建設機械 操作
④【航空写真】 構造物の写真から土木建築を分ける作業

・事前学習 (5日後の現場見学での見どころ紹介)
公立小松大学末広キャンパス校舎整備工事、小松駅 新幹線工事

【担い手確保】 建設業の魅力を伝える体験学習 石川県立小松工業高等学校
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建設業の担い手確保・育成について

○出前講座

・高校生（普通高校も含む）を対象とする職業講話等の実施

（H30：11校 約1,000名が参加）

≪今年度実施済み≫

６月 翠星高校（パネルディスカッション）

９月 寺井高校（現場見学） など

○高校生インフラツーリズム（夏）

・県内高校生を対象に実施

８/２ 能登コース 輪島道路、測量機器体験等

８/８ 加賀コース 月浦トンネル、測量機器体験等

○一般向け建設業PRイベント

5/12 歩いてみよう「のと里山海道」

10/14「はだしの王国2019」 ほか

○中学生向けPRパンフレット

・PRパンフレットを建設業協会と協力し作成。

県内の全中学校に配布

○出前講座

・高校生（普通高校も含む）を対象とする職業講話等の実施

（H30：11校 約1,000名が参加）

≪今年度実施済み≫

６月 翠星高校（パネルディスカッション）

９月 寺井高校（現場見学） など

○高校生インフラツーリズム（夏）

・県内高校生を対象に実施

８/２ 能登コース 輪島道路、測量機器体験等

８/８ 加賀コース 月浦トンネル、測量機器体験等

○一般向け建設業PRイベント

5/12 歩いてみよう「のと里山海道」

10/14「はだしの王国2019」 ほか

○中学生向けPRパンフレット

・PRパンフレットを建設業協会と協力し作成。

県内の全中学校に配布

石川県土木部
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令和元年度 

建設界の担い手確保・育成に関する取り組み 

令和元年度の活動事例紹介 

【けんせつフェア in 富山 2019 開催報告】 
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北陸地方整備局
けんせつフェア北陸ｉｎ富山2019の開催結果について

◆“グルッと体験「ICT]”ICT特設展示
「▶３次元測量、▶３次元ﾃﾞｰﾀ作成、▶ICT建機施工、▶３次元出来形管理」を屋外会場でぐるっと体験。

◆官公庁、大学、企業団体、個人企業による151社、355技術を展示
大学４校、企業団体74社、個人企業59社（北海道、兵庫からも出展）

◆展示技術プレゼンテーション47社

屋外展示会場

20191007_幹部会会議資料_企画部(1)_1年

10/1（夕方）、10/2（朝） NHK富山
10/2 18:24 ﾁｭｰﾘｯﾌﾟﾃﾚﾋﾞ
10/3 富山新聞
10/3 建設通信新聞
10/3 日刊建設新報
10/3 建設工業新聞
10/3 日刊建設工業新聞
10/3 13:25～20分（生中継） 富山ｼﾃｨｴﾌｴﾑ→

◆学生招待、合同企業セミナー
富山県、石川県内の大学、高校生、専門学校から13校約740人を招待。
うち今後の担い手となる学生に対して富山県内企業の情報発信等セミナーに約340人参加。

屋内展示会場

企業セミナー

◆10月2日（水）3日（木）に、「けんせつフェア北陸in富山2019」を開催しました。
来場者約4,６00人を迎え、多くの建設技術者に情報交換の場を提供。
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